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令
和
五
年
十
月
吉
日

自
衛
隊
中
央
病
院
長

防
衛
技
官

福
島

功
二

広
島
サ
ミ
ッ
ト
支
援
『
病
院
の
プ
レ

ゼ
ン
ス
を
発
揮
』

上
半
期
を
振
り
返
っ
て

今
年
の
夏
は
、
色
々
と
記
録
続
き
と
な

り
、
毎
日
の
よ
う
に
熱
中
症
ア
ラ
ー
ト
を

聞
く
日
が
続
く
一
方
で
、
台
風
や
大
雨
・

洪
水
の
被
害
も
各
地
で
聞
か
れ
、
心
配
の

種
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

今
年
度
は
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た
安
全

保
障
三
文
書
に
則
り
、
防
衛
力
整
備
計
画

の
最
初
の
年
度
で
あ
り
、
確
実
な
事
業
管

理
に
よ
る
態
勢
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
当
院
に
お
い
て
も
四
月
か
ら

ジ
ャ
ン
プ
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

五
月
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
症
法
上
の
扱
い
が
、
2
類
相
当
か
ら

5
類
へ
変
更
さ
れ
、
患
者
数
の
把
握
も
定

点
医
療
機
関
当
た
り
の
陽
性
者
数
に
よ
っ

て
市
中
感
染
の
状
況
把
握
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
関
東
で
は
お
盆
過
ぎ
か
ら

。
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
用
し
た
実
際
的

な
患
者
予
行
を
厚
生
労
働
省
医
療

チ
ー
ム
と
協
同
で
演
練
し
、
連
携

要
領
等
を
確
認
し
て
任
務
完
遂
に

万
全
を
期
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
国
家
的
行

事
で
与
え
ら
れ
た
任
務
を
完
遂
で

き
る
よ
う
、
日
々
の
臨
床
及
び
各

種
訓
練
に
よ
り
自
衛
隊
病
院
の
中

核
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

5
類
へ
変
更
さ
れ
、
患
者
数
の
握
も

点
医
療
機
関
当
た
り
の
陽
性
者
数
に

よ
っ
て
市
中
感
染
の
状
況
把
握
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
で
は
お
盆

過
ぎ
か
ら
増
加
が
顕
著
と
な
り
、
他
に

も
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
小
児
科
領
域

の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
東
南
ア
ジ

ア
で
の
デ
ン
グ
熱
の
流
行
等
、
感
染
症

対
策
は
確
実
に
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
は
続
い
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
未
だ
脅

威
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
市
中
感
染
対
応
と
逼
迫
す
る
東
京

都
の
救
急
医
療
へ
の
対
応
を
継
続
し
な

が
ら
、
今
年
度
の
大
量
傷
者
受
け
入
れ

訓
練
で
は
、
発
災
直
後
の
病
院
態
勢
の

確
立
ま
で
の
演
練
を
行
う
等
、
常
に
即

応
態
勢
を
堅
持
し
、
医
療
の
質
を
高
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
軍
事
侵
攻
が
一
年
半
を
超
え
て
な

お
続
く
中
、
防
衛
省
と
し
て
ウ
ク
ラ
イ

ナ
傷
病
兵
の
受
け
入
れ
が
決
心
さ
れ
ま

し
た
。
当
院
は
二
名
の
方
の
義
足
作
成

と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
７

月
末
に
無
事
帰
国
し
て
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

今
後
も
自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
即
応

態
勢
を
維
持
し
つ
つ
、
状
況
変
化
に
柔

軟
に
対
応
で
き
る
診
療
業
務
を
維
持
・

推
進
し
、
衛
生
科
隊
員
の
人
材
育
成
能

力

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
診
療
業
務
を

進
し
、
衛
生
科
隊
員
の
人
材
育
成
能

力
を
高
め
、
隊
員
の
皆
様
と
地
域
の

皆
様
へ
、
そ
し
て
日
本
の
防
衛
に
よ

り
貢
献
で
き
る
様
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
日
頃
の
ご
理
解
、
ご
支
援
へ
の

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
の
当
院
へ
の
一
層
の
ご
厚
情
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。自

衛
隊
中
央
病
院
は
令
和
五
年

五
月
十
九
日
か
ら
二
十
一
日
の
間

に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
に
宇
品
医
療
支
援
隊
長
（
診
療

科
西
山
１
佐
（
当
時
）
）
以
下
十

名
を
中
部
方
面
隊
に
派
遣
し
、
要

人
負
傷
時
の
即
応
態
勢
を
厚
生
労

働
省
医
療
チ
ー
ム
と
協
同
に
よ
り

二
十
四
時
間
体
制
で
保
持
し
て
任

務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

病
院
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
支
援
は

三
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
今
回
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

の
な
か
で
開
催
さ
れ
る
と
と
も
に
、

急
遽
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
来

日
す
る
等
、
過
去
二
回
よ
り
も
一

層
緊
張
感
に
包
ま
れ
た
中
で
の
任

務
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
を
使
用
し
た
実
際
的

な
患
者
予
行
を
厚
生
療
チ
ー
ム
と

協
同
で
演
練
し
、
連
携
要
領
等
を

宇
品
医
療
支
援
隊
集
合
写
真
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
負
傷
兵
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

東
京
都
知
事
か
ら
感
謝
状
贈
呈

カ
ー
ド
決
済
・
タ
ッ
チ
決
済
が可

能
に
な
り
ま
し
た

お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
、
駐
日
武
官

タッチ決裁を利用する隊員

在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
か
ら
防
衛
大
臣
に
対

し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
負
傷
兵
の
受
入
に
つ
い
て
要

請
が
あ
り
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
首

相
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
旨
の
発
言
を
受

け
、
自
衛
隊
中
央
病
院
は
、
令
和
五
年
六
月
八

日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
負
傷
兵
二
名
を
受
入
れ
治
療

を
開
始
し
ま
し
た
。
入
院
期
間
中
は
、
医
官
、

理
学
療
法
士
、
看
護
官
及
び
部
外
の
義
肢
装
具

士
か
ら
な
る
リ
ハ
ビ
リ
チ
ー
ム
で
、
義
足
の
作

成
・
調
整
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
真
摯
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
企
画
室
、
総
務
課
、
医
事
課
、
衛

生
資
材
課
及
び
駐
屯
地
所
在
部
隊
等
多
岐
に
わ

た
る
部
署
が
一
丸
と
な
り
対
応
し
ま
し
た
。
ま

た
、
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
館
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ク
ラ
イ
ア
ニ
ー
の
通
訳
支
援
等
を
受
け
な
が

ら
治
療
を
実
施
し
ま
し
た
。
二
名
の
負
傷
兵
は
、

日
本
の
文
化
に
も
触
れ
つ
つ
約
二
カ
月
に
及
ぶ

治
療
に
専
念
し
、
提
供
さ
れ
た
義
足
及
び
自
衛

隊
中
央
病
院
で
の
治
療
に
満
足
し
、
七
月
二
十

九
日
に
無
事
退
院
し
帰
国
し
ま
し
た
。

病
院
は
令
和
五
年
六

月
一
日
か
ら
、
診
療
費

等
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
等
決
済
の
運
用
（
試

行
）
を
開
始
し
ま
し
た
。

防
衛
省
で
は
防
衛
医
科

大
学
病
院
に
次
い
で
二

番
目
の
運
用
開
始
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も

患
者
様
か
ら
多
く
の
ご

要
望
が
あ
り
、
患
者
様

の
利
便
性
向
上
に
寄
与

で
き
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
歴
代
の
総

務
部
長
・
会
計
課
長
を

始
め
、
関
係
者
の
方
々

が
粘
り
強
く
業
計
要
望

し
て
こ
ら
れ
た
努
力
の

賜
物
で
あ
る
と
深
く
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
、
来
年
度
四
月
か

ら
の
本
格
運
用
（
予
定

）
に
向
け
て
、
今
回
の

試
験
導
入
で
得
た
デ
ー

タ
（
患
者
様
か
ら
の
ご

意
見
、
利
用
率
や
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
上
の
問
題

点
等
）
を
分
析
し
た
上

で
、
改
善
点
を
洗
い
出

し
、
更
な
る
患
者
様
の

利
便
性
向
上
を
図
る
べ

く
対
応
策
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【クレジットカード等決済の利用状況（６月～８月末）】 （単位：千円）

件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額

実　績 11,918 62,920 4,561 45,535 16,479 108,455

利用率 72.32% 58.01% 27.68% 41.99% － －

区　分
現　金 クレジットカード等決済 合　計

病
院
は
令
和
五
年
七
月
二
十
八
日
、
東

京
都
（
小
池
百
合
子
都
知
事
）
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
対
応
に
関
す
る
功
績
で

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
永
田
１
佐
（
当
時
）
は
、
東
京

都
の
酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
立
ち
上
げ
に
関

す
る
功
績
で
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

永
田
１
佐
は
、
非
常
に
困
難
な
状
況
で

し
た
が
、
地
域
医
療
の
安
定
に
寄
与
す
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
表
彰
を

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
で
す
。
と
述

べ
ま
し
た
。

東
京
都
保
健
医
療
局

成
田
技
監
と
記
念
撮
影
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小
野
田
政
務
官
、
木
村
政
務
官

に
よ
る
自
衛
隊
中
央
病
院
視
察

緊
急
被
ば
く
医
療
合
同
訓
練
『
い
ず

れ
き
た
る
災
害
に
向
き
合
え
』

自
衛
隊
中
央
病
院
は
令
和
五
年
六
月

十
五
日
（
木
）
、
量
子
科
学
技
術
研
究

開
発
機
構
（
以
下
、
量
研
機
構
と
い

う
。
）
と
の
合
同
に
よ
る
緊
急
被
ば
く

医
療
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
核
の
威
嚇
及
び
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
原
発
の
占
拠
が

現
実
の
も
の
と
な
り
放
射
線
テ
ロ
へ
の

脅
威
が
増
す
と
と
も
に
、
二
〇
一
一
年

に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
で
対
応
に

当
た
っ
た
自
衛
官
も
被
ば
く
し
ま
し
た
。

こ
の
様
な
情
勢
を
鑑
み
、
最
終
後
送
病

院
と
し
て
被
ば
く
患
者
の
受
入
態
勢
の

整
備
が
重
要
と
の
認
識
か
ら
、
本
訓
練

を
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
基
礎
的
な
被
ば
く
医
療
の
講

義
、
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
を
使
用
し
た
汚

染
検
査
、
被
ば
く
患
者
を
受
入
れ
る
た

め
の
施
設
の
養
生
と
ゾ
ー
ニ
ン
グ
及
び

被
ば
く
患
者
の
初
期
診
療
（
脱
衣
、
汚

染
創
の
除
染
等
）
に
つ
い
て
演
練
し
ま

し
た
。

当
日
は
参
加
隊
員
が
積
極
的
な
姿
勢

で
訓
練
に
臨
み
、
か
つ
、
量
研
機
構
の

富
永
先
生
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

の
懇
切
丁
寧
な
教
育
に
よ
り
実
り
多
い

訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
定
期
的
に
本
訓
練
を

実
施
し
、
緊
急
被
ば
く
対
処
能
力
の
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
五
年
五
月
十
七
日
に
小
野
田
政

務
官
（
当
時
）
、
七
月
十
八
日
に
は
木

村
政
務
官
（
当
時
）
に
そ
れ
ぞ
れ
自
衛

隊
中
央
病
院
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
当
初
、
福
島
病
院
長
か
ら
病
院

の
概
要
、
診
療
及
び
各
種
事
態
対
応
等

の
状
況
、
衛
生
機
能
強
化
に
資
す
る
取

組
み
、
院
務
運
営
基
盤
の
整
備
状
況
、

問
題
認
識
及
び
対
策
の
方
向
性
に
つ
い

て
報
告
し
、
施
設
巡
視
に
お
い
て
は
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
研

究
及
び
活
用
状
況
、
屋
上
へ
リ
ポ
ー
ト
、

感
染
症
病
棟
、
救
急
室
で
の
対
応
状
況

等
を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、
中
央
病
院

が
衛
生
機
能
強
化
に
お
け
る
各
種
課
題

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
し
て
い

る
状
況
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
に
、
小
野
田
政
務
官
か
ら
は
、
衛

生
機
能
強
化
検
討
委
員
長
の
立
場
か
ら

有
事
を
見
据
え
た
リ
ハ
ビ
リ
機
能
の
強

化
や
救
急
機
能
強
化
に
資
す
る
勤
務

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
な
ど
に
つ

い
て
の
ご
発
言
が
あ
り
、
中
央
病
院
と

し
て
も
今
後
の
衛
生
機
能
強
化
の
更
な

る
進
捗
に
向
け
て
の
励
み
と
な
り
ま
し

た
。

サーベイメータを使用した
モニタリング実習をする病院長

養
生
し
た
救
急
室
で
の
患
者
受
け
入
れ
予
行

講評を述べられる病院長

病
院
長
に
よ
る
状
況
報
告

両
政
務
官
に
よ
る
施
設
状
況
確
認



保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
便
り

〔
保
健
相
談
班
〕

快
便
は
、
快
食
、
快
眠
と
並
び
健
康

的
な
生
活
を
支
え
る
三
原
則
の
一
つ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
不
規
則

な
食
生
活
や
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事
、

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
要
因
や
、

年
齢
と
と
も
に
、
便
秘
の
有
訴
者
率
が

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

便
秘
解
消
の
コ
ツ
の
第
一
歩
は
、
生

活
習
慣
の
見
直
し
で
す
。
規
則
正
し
い

生
活
を
心
が
け
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え

る
こ
と
で
、
自
律
神
経
が
整
う
た
め
、

便
秘
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
焦
点

を
あ
て
て
、
便
秘
解
消
の
コ
ツ
を
お
伝

え
し
ま
す
。

便
秘
解
消
の
コ
ツ

【
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
】

【
食
事
を
整
え
る
】

●
一
日
三
食
食
べ
る

特
に
朝
食
の
摂
取
は
、
体
内
リ
ズ

ム
を
整
え
、
胃
や
腸
を
刺
激
し
、
排

便
反
射
を
促
し
や
す
く
す
る
。

●
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る

唾
液
量
が
増
え
、
消
化
・
吸
収
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
る
。

●
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と
る

水
溶
性
食
物
繊
維
（
果
物
や
繊
維

の
柔
ら
か
い
に
ん
じ
ん
や
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど
の
野
菜
、
海
藻
類
に
含
ま
れ

る
）
は
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
た

り
、
便
を
軟
ら
か
く
す
る
作
用
が
あ

る
。不

溶
性
食
物
繊
維
（
根
菜
類
や
き

の
こ
類
、
繊
維
の
硬
い
た
け
の
こ
な

ど
の
野
菜
、
豆
類
）
は
、
便
の
量
を

増
や
し
て
腸
管
を
刺
激
し
、
腸
の
運

動
を
活
発
化
さ
せ
、
便
意
を
整
え
る

働
き
を
す
る
。

●
朝
食
で
胃
を
動
か
す

腸
の
蠕
動
運
動
の
き
っ
か
け
に
な
る

胃
結
腸
反
射
を
起
こ
す
た
め
に
、
寝
る

直
前
に
食
べ
る
の
を
避
け
、
朝
に
胃
が

空
っ
ぽ
の
状
態
を
つ
く
り
、
朝
食
を
食

べ
る
。

●
口
（
胃
）
を
ダ
ラ
ダ
ラ
動
か
さ
な
い

胃
腸
の
動
き
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

た
め
、
間
食
は
決
め
た
時
間
に
摂
る
。

●
水
分
は
一
日
一
．
五
㍑

水
分
が
足
り
な
い
と
便
が
硬
く
な
る
。

便
を
軟
ら
か
く
す
る
た
め
に
水
分
補
給

も
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
睡
眠
は
し
っ
か
り
と
る

腸
の
蠕
動
運
動
は
、
副
交
感
神
経
が

優
位
で
身
体
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る

と
き
に
起
こ
る
。
質
の
よ
い
睡
眠
を
目

指
す
。

●
運
動
を
す
る

腸
の
動
き
が
促
さ
れ
る
。

●
便
意
を
我
慢
し
な
い

便
意
を
感
じ
た
時
に
ト
イ
レ
に
行
く
。

参
考
：
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
２
０
２
３
．
７

ｅ
ー
ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト

【
便
の
排
出
を
手
助
け
す
る
】

の

生
活
習
慣
の
改
善
を
行
い
、
便
秘
を

解
消
し
て
、
健
康
的
な
生
活
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

●
「
の
」
の
字
マ
ッ
サ
ー
ジ

自
分
か
ら
み
て
お
へ
そ
の
右
下
に
手

を
合
わ
せ
て
、
右
下→

右
上→

左
上→

左
下→

と
時
計
回
り
に
ひ
ら
が
な
の

「
の
」
を
描
く
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
マ
ッ

サ
ー
ジ
す
る
。
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令
和
五
年
度
前
期
定
期
異
動

新

着

任

部

長

紹

介

○
総
合
診
療
科
部
長

１
等
陸
佐

松

下

芳
太
郎

（
陸
上
自
衛
隊
衛
生
学
校
副
校
長
）

○
第
２
内
科
部
長

１
等
海
佐

堀

越

英

之

（
海
上
幕
僚
監
部
）

○
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長

１
等
空
佐

中

西

貴

士

（
航
空
医
学
実
験
隊
３
部
長
）

○
看
護
部
長

１
等
陸
佐

佐

藤

保

子

（
自
衛
隊
福
岡
病
院
看
護
部
長
）

新

着

任

課

長

紹

介

○
衛
生
資
材
課
長

２
等
陸
佐

相

澤

和

也

（
陸
上
幕
僚
監
部
衛
生
部
）

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所

訓
練
等
の
紹
介

診
療
放
射
線
技
師
養
成
所
（

所
長

村
上
海
将

自
衛
隊
中

央
病
院
副
院
長
）
第
二
学
年
は

令
和
五
年
七
月
二
十
四
日
に
富

士
登
山
訓
練
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
同
年
八
月
二
十
九
日
～

九
月
一
日
に
衛
生
学
校
が
企
画

す
る
四
課
程
合
同
訓
練
（F

O
C

・A
O

C

・B
O

C

・
放
射
線
技

師
養
成
所
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

両
訓
練
を
通
じ
、
衛
生
科
隊

員
と
し
て
の
識
能
を
向
上
す
る

と
と
も
に
、
、
上
級
陸
（
海
、

空
）
曹
と
し
て
の
資
質
を
養
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

富
士
登
山
訓
練
で
は
同
期
と

の
絆
を
再
確
認
し
、
国
家
試
験

合
格
と
い
う
高
く
険
し
い
山
を

一
致
団
結
し
て
、
完
登
す
る
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

Ferrari458イタリア
に乗り込む大石１佐

野外での撮影業務に
悪戦苦闘する学生たち

富士山頂で記念撮影

令
和
五
年
四
月
一
日

１
等
陸
佐

林

一

郎

（
第
四
外
科
部
長
）

令
和
五
年
五
月
十
日

３
等
陸
佐

西

広

美

（
看
護
部
）

令
和
五
年
五
月
二
十
九
日

海
将
補

藤

野

和

浩

（
総
合
診
療
科
部
長
）

令
和
五
年
六
月
三
日

２
等
陸
佐

山

内

栄

（
看
護
部
）

令
和
五
年
六
月
二
十
五
日

１
等
空
尉

大

野

利

委

（
診
療
技
術
部
）
再
任
用

令
和
五
年
六
月
三
十
日

１
等
陸
佐

唐

鎌

清

華

（
衛
生
資
材
部
）

令
和
五
年
七
月
十
一
日

１
等
陸
尉

横

山

努

（
総
務
部
）

令
和
五
年
七
月
二
十
四
日

１
等
陸
佐

西

山

隆

（
第
一
外
科
部
長
）

令
和
五
年
八
月
一
日

陸
将
補

太
尾
田

正

彦

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
部
長
）

１
等
陸
佐

大

石

真
由
美

（
看
護
部
長
）

令
和
五
年
八
月
六
日

３
等
陸
佐

北

澤

圭

美

（
看
護
部
）

令
和
五
年
八
月
二
十
四

２
等
陸
佐

大
田
和

留

美

（
看
護
部
）

令
和
五
年
八
月
二
日

２
等
陸
佐

橋

本

裕

美

（
看
護
部
）

令
和
五
年
九
月
二
十
日

１
等
陸
佐

岡

部

健

吾

（
病
院
付
）

令
和
五
年
九
月
二
十
九
日

３
等
陸
佐

盛

弥

生

（
看
護
部
）


